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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
賢
者
の
石

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
６
８
Ｈ

【
作
者
名
】

　
楓
　
紅

【
あ
ら
す
じ
】

　
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
子
世
代
で
す
！
親
世
代
を
書
き
進
め
る
の
に
、
少
し
ば

か
り
、
子
世
代
も
書
こ
う
か
と
思
っ
て
書
き
ま
し
た
！
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ハ
リ
ー
と
の
出
会
い

僕
の
名
前
は
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
。

普
通
と
は
言
え
な
い
生
活
を
送
り
、
家
族
を
知
ら
な
い
僕
に
、
突
然
、
大
き
な

出
来
事
が
起
き
る
。

１
１
歳
を
迎
え
た
頃
、
僕
の
周
り
に
は
、
少
し
ば
か
り
不
思
議
な
事
が
起
こ
り

始
め
て
い
た
。

僕
が
怒
っ
た
り
、
感
情
的
に
な
る
と
、
周
り
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。

そ
れ
が
、
魔
法
だ
と
知
る
時
が
来
た
の
だ
。

ハ
リ
ー
「
・
・
・
。
」

ペ
チ
ュ
ニ
ア
「
ハ
リ
ー
！
起
き
な
さ
い
！
早
く
！
」

ハ
リ
ー
「
ん
・
・
・
。
」

階
段
下
の
物
置
の
中
か
ら
、
起
き
上
が
っ
て
い
る
中
、
階
段
上
か
ら
、
ド
ス
ド

ス
と
足
音
が
鳴
り
響
く
。

ダ
ド
リ
ー
「
動
物
園
！
動
物
園
！
お
ー
い
！
起
き
ろ
ー
！
」

階
段
上
で
跳
ね
上
が
る
と
、
ハ
リ
ー
の
上
に
煤
や
ゴ
ミ
を
落
と
し
た
。

ハ
リ
ー
が
、
階
段
下
の
物
置
か
ら
出
た
所
を
見
計
ら
い
、
ダ
ド
リ
ー
少
年
は
、

体
を
ぶ
つ
け
て
中
に
押
し
戻
し
た
。
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ペ
チ
ュ
ニ
ア
「
お
は
よ
う
！
ダ
ド
ち
ゃ
ん
！
い
い
誕
生
日
日
和
ね
！
」

ダ
ド
リ
ー
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
？
！
」

バ
ー
ノ
ン
「
２
２
個
あ
っ
た
よ
。
今
年
も
す
ご
い
量
だ
！
」

ダ
ド
リ
ー
「
２
２
個
？
！
去
年
は
、
２
３
個
あ
っ
た
！
」

バ
ー
ノ
ン
「
そ
う
だ
が
、
今
年
の
は
大
き
い
物
ば
か
り
だ
。
」

ダ
ド
リ
ー
「
大
き
く
っ
て
も
、
２
３
個
な
い
！
」

ダ
ド
リ
ー
が
、
激
怒
し
な
が
ら
告
げ
る
様
子
を
ハ
リ
ー
は
苦
笑
し
見
や
る
。

ペ
チ
ュ
ニ
ア
「
わ
か
っ
た
わ
！
ダ
ド
ち
ゃ
ん
。
動
物
園
に
行
っ
て
、
帰
り
に
買

い
ま
し
ょ
う
？
そ
れ
な
ら
、
文
句
な
い
で
し
ょ
う
？
」

ダ
ド
リ
ー
「
２
４
個
目
も
？
」

ペ
チ
ュ
ニ
ア
「
わ
か
っ
た
わ
。
２
４
個
目
も
買
っ
て
あ
げ
る
か
ら
、
機
嫌
を
直

し
て
？
」

バ
ー
ノ
ン
「
早
く
食
事
の
準
備
を
し
ろ
！
」

ハ
リ
ー
「
は
い
。
叔
父
さ
ん
。
」

目
玉
焼
き
を
軽
く
焼
き
な
が
ら
、
返
事
を
返
す
ハ
リ
ー
。

そ
し
て
、
動
物
園
に
向
か
お
う
と
し
て
、
車
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
時
だ
っ
た
。
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バ
ー
ノ
ン
「
良
い
か
！
小
僧
！
何
か
、
悪
さ
を
し
て
み
ろ
！
物
置
に
一
生
、
閉

じ
込
め
て
や
る
！
」

ハ
リ
ー
「
は
い
。
叔
父
さ
ん
。
」

こ
う
し
て
、
動
物
園
に
向
か
う
中
、
上
空
か
ら
、
様
子
を
伺
っ
て
る
人
物
が
い

た
。

「
ハ
リ
ー
・
・
・
。
」

こ
の
女
性
と
、
ハ
リ
ー
が
出
会
う
の
は
、
あ
と
も
う
少
し
。

動
物
園
に
辿
り
着
き
、
ダ
ー
ズ
リ
ー
一
家
と
堪
能
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。

ダ
ド
リ
ー
「
蛇
だ
！
カ
ッ
コ
イ
イ
！
」

蛇
『
・
・
・
。
』

ダ
ド
リ
ー
「
お
い
！
動
け
！
」

ド
ン
ド
ン
と
ガ
ラ
ス
を
叩
く
も
、
蛇
は
無
関
心
だ
。

ダ
ド
リ
ー
「
つ
ま
ら
な
い
の
！
」

ハ
リ
ー
「
・
・
・
可
哀
そ
う
に
な
。
こ
ん
な
狭
い
所
に
入
れ
ら
れ
て
。
」

蛇
を
見
つ
め
て
、
呟
く
ハ
リ
ー
。

「
そ
う
で
も
な
い
か
も
よ
？
」
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ハ
リ
ー
「
え
？
」

「
こ
の
蛇
は
、
周
り
か
ら
、
五
月
蠅
く
言
わ
れ
な
く
っ
て
、
意
外
と
気
楽
か
も
。

」ハ
リ
ー
「
・
・
・
そ
う
か
な
？
家
族
が
居
な
く
っ
て
、
僕
は
寂
し
い
よ
。
」

「
家
族
は
、
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
居
な
く
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
。
」

ハ
リ
ー
「
？
ど
う
や
っ
て
？
」

「
結
婚
と
か
？
」

ハ
リ
ー
「
・
・
・
プ
ッ
。
面
白
い
事
、
言
う
ね
。
君
。
」

僕
は
、
彼
女
の
言
葉
に
、
つ
い
つ
い
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
あ
。
蛇
が
、
起
き
た
。
」

ハ
リ
ー
「
え
？
」

蛇
『
熱
々
だ
な
。
ア
ン
ち
ゃ
ん
ら
。
』

ハ
リ
ー
「
・
・
・
ね
ぇ
。
今
、
何
か
聞
こ
え
た
？
」

「
私
は
何
も
？
」

ハ
リ
ー
「
そ
う
・
・
・
だ
よ
ね
。
」
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ダ
ド
リ
ー
「
！
パ
パ
！
見
て
！
蛇
が
起
き
て
る
！
」

ハ
リ
ー
は
、
ダ
ド
リ
ー
に
押
し
の
け
ら
れ
、
怒
り
が
感
情
を
支
配
し
た
瞬
間
、

蛇
の
入
っ
て
い
た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
消
え
、
ダ
ド
リ
ー
が
代
わ
り
に
中
に
入
っ

た
。

そ
の
間
に
、
僕
が
話
し
て
い
た
、
女
の
子
の
姿
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
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ホ
グ
ワ
ー
ツ
へ
ゴ
ー
！

動
物
園
で
の
事
件
が
あ
っ
て
、
僕
は
、
２
、
３
日
、
物
置
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
家
の
中
に
居
た
時
に
再
び
、
事
件
が
起
き
た
。

郵
便
を
受
け
取
っ
た
中
に
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
宛
て
・
・
・
僕
宛
の
手
紙
が
あ

っ
た
の
だ
。

だ
か
ら
、
そ
の
手
紙
を
手
に
取
り
、
開
封
し
よ
う
と
し
た
が
、
ダ
ド
リ
ー
に
見

つ
か
り
取
ら
れ
る
。

ダ
ド
リ
ー
「
パ
パ
ー
！
ハ
リ
ー
が
、
手
紙
持
っ
て
る
！
」

ハ
リ
ー
「
返
せ
！
そ
れ
は
、
僕
の
手
紙
だ
ぞ
！
」

バ
ー
ノ
ン
「
貴
様
に
手
紙
だ
と
ー
？
」

そ
う
言
い
、
手
紙
の
差
出
人
を
確
認
す
る
と
、
バ
ー
ノ
ン
叔
父
さ
ん
の
顔
は
み

る
み
る
と
変
わ
っ
た
。

バ
ー
ノ
ン
「
手
紙
の
事
は
忘
れ
ろ
！
」

そ
う
言
う
と
、
手
紙
を
破
り
捨
て
る
バ
ー
ノ
ン
叔
父
さ
ん
。

だ
が
、
そ
の
直
後
、
家
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
家
中
に
鳴
り
響
い
た
。

バ
ー
ノ
ン
「
？
今
日
は
、
誰
も
来
る
予
定
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
？
」
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扉
を
開
け
な
が
ら
告
げ
、
そ
こ
に
は
、
可
愛
い
女
が
い
た
。

バ
ー
ノ
ン
「
何
の
用
だ
い
？
」

「
あ
！
ダ
ー
ズ
リ
ー
さ
ん
の
お
宅
で
す
か
？
私
、
こ
の
間
、
動
物
園
に
居
た
ん

で
す
！
」

バ
ー
ノ
ン
「
そ
れ
で
？
用
件
は
何
だ
！
」

「
あ
・
・
・
す
み
ま
せ
ん
。
ダ
ド
リ
ー
君
を
一
目
見
て
、
一
目
惚
れ
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
！
こ
の
間
、
動
物
園
で
一
目
、
見
た
時
か
ら
好
き
で
し
た
！
／
／

／
」

バ
ー
ノ
ン
「
！
ダ
ド
リ
ー
！
ダ
ド
リ
ー
！
」

ダ
ド
リ
ー
「
？
な
ぁ
に
？
パ
パ
？
」

ダ
ド
リ
ー
が
、
扉
の
前
に
来
て
女
を
見
や
る
。

ハ
リ
ー
「
？
！
」
（
あ
の
子
は
！
あ
の
時
の
；
）

「
ダ
ド
リ
ー
君
！
こ
れ
、
こ
の
間
、
誕
生
日
だ
と
聞
い
た
の
！
良
か
っ
た
ら
貰

っ
て
く
れ
る
？
」

ダ
ド
リ
ー
「
え
？
・
・
・
で
も
／
／
／
」

「
や
っ
ぱ
り
・
・
・
無
理
だ
よ
ね
。
見
知
ら
ぬ
女
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
て
。

」悲
し
そ
う
に
言
い
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
下
げ
て
去
ろ
う
と
す
る
彼
女
。
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ダ
ド
リ
ー
「
！
貰
う
！
貰
う
よ
！
あ
り
が
と
う
！
」

彼
女
の
手
の
中
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
奪
い
取
り
、
中
身
を
開
封
し
よ
う
と
す
る
。

「
“
し
ゃ
が
ん
で
”
。
」

ハ
リ
ー
「
？
」

「
“
し
ゃ
が
ん
で
。
”
」

そ
う
、
ク
チ
パ
ク
で
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
女
の
人
は
そ
の
場
に
し
ゃ
が
む
。

ハ
リ
ー
も
そ
の
様
子
に
気
づ
き
、
そ
の
場
で
し
ゃ
が
む
と
同
時
に
、
体
格
の
い

い
少
年
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
切
っ
た
。

す
る
と
、
何
か
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
で
弾
け
、
男
の
子
は
汚
れ
た
。

ペ
チ
ュ
ニ
ア
「
！
！
ダ
ド
ち
ゃ
ん
？
！
い
っ
た
い
、
何
が
あ
っ
た
の
！
？
」

「
あ
れ
？
間
違
え
た
？
こ
れ
は
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
に
あ
げ
る
ん
だ
っ
た
っ

け
？
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
た
本
人
は
、
呑
気
な
事
を
言
っ
て
い
る
。

「
人
の
物
を
取
っ
た
り
す
る
か
ら
、
そ
う
い
う
目
に
あ
う
ん
だ
よ
？
そ
れ
じ
ゃ
、

ダ
ド
リ
ー
君
に
あ
げ
る
予
定
の
物
を
君
に
あ
げ
よ
う
。
」

ダ
ー
ズ
リ
ー
一
家
が
、
混
乱
し
て
る
中
、
女
の
人
は
ハ
リ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

差
し
出
す
。
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ハ
リ
ー
「
こ
れ
・
・
・
僕
に
？
」

少
し
疑
い
な
が
ら
、
箱
を
受
け
取
る
少
年
。

す
る
と
中
か
ら
、
新
品
の
ロ
ー
ブ
や
筆
記
用
具
、
羊
皮
紙
な
ど
が
入
っ
て
た
。

ハ
リ
ー
「
？
あ
の
・
・
・
こ
れ
は
？
」

「
ホ
グ
ワ
ー
ツ
必
需
品
だ
よ
？
あ
れ
？
手
紙
、
読
ん
で
な
い
の
？
駄
目
じ
ゃ
ん

！
ほ
ら
。
こ
の
手
紙
が
来
た
で
し
ょ
？
」

そ
う
言
い
な
が
ら
ホ
グ
ワ
ー
ツ
魔
法
学
校
の
手
紙
を
差
し
出
す
女
性
。

ハ
リ
ー
「
こ
れ
・
・
・
破
ら
れ
て
見
る
暇
が
な
か
っ
た
ん
で
す
；
」

手
紙
を
開
封
し
な
が
ら
小
さ
く
呟
く
ハ
リ
ー
。

す
る
と
中
に
は
、
ホ
グ
ワ
ー
ツ
入
学
許
可
証
と
、
必
要
な
も
の
が
書
か
れ
て
い

た
。

ハ
リ
ー
「
？
・
・
・
あ
の
ー
？
こ
れ
っ
て
い
っ
た
い
何
？
」

「
言
っ
た
で
し
ょ
？
魔
法
学
校
の
入
学
許
可
証
。
ハ
リ
ー
。
貴
方
は
、
魔
法
使

い
な
の
。
」

ハ
リ
ー
「
僕
が
？
・
・
・
そ
れ
で
、
君
は
一
体
？
」

「
あ
ぁ
！
自
己
紹
介
が
ま
だ
だ
っ
た
ね
！
私
の
名
前
は
、
シ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
ー
。

ホ
グ
ワ
ー
ツ
の
教
員
兼
生
徒
観
察
官
で
す
！
」
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に
っ
こ
り
と
微
笑
み
い
う
彼
女
は
と
て
も
綺
麗
だ
と
思
っ
た
。

ハ
リ
ー
「
そ
れ
で
・
・
・
ど
う
す
る
の
？
あ
れ
？
」

ダ
ー
ズ
リ
ー
一
家
は
、
騒
い
だ
ま
ま
、
ダ
ド
リ
ー
を
見
て
い
た
。

「
体
を
洗
え
ば
落
ち
る
わ
。
ハ
リ
ー
。
移
動
し
ま
し
ょ
う
よ
！
こ
こ
に
居
た
っ

て
つ
ま
ら
な
い
で
し
ょ
？
」

ハ
リ
ー
「
移
動
す
る
っ
て
・
・
・
何
処
に
？
」

「
私
の
家
。
」

ハ
リ
ー
「
・
・
・
え
ぇ
ぇ
え
？
！
／
／
／
」

「
ほ
ら
。
行
こ
う
。
乗
っ
て
。
ど
う
せ
、
ル
ビ
ウ
ス
も
来
る
だ
ろ
う
し
。
」

ハ
リ
ー
の
声
を
無
視
し
、
箒
に
跨
る
彼
女
。

「
箒
に
乗
る
の
は
初
め
て
だ
よ
ね
？
私
に
ち
ゃ
ん
と
捕
ま
っ
て
ね
。
」

言
い
な
が
ら
、
ハ
リ
ー
の
手
を
引
っ
張
り
、
箒
に
乗
せ
る
と
空
を
飛
ぶ
。
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ハ
グ
リ
ッ
ド
と
銀
行
へ

そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
、
彼
女
・
・
・
シ
ェ
ン
の
家
に
着
い
た
。

「
入
っ
て
？
何
も
な
い
所
だ
け
ど
。
」

家
の
中
に
案
内
し
な
が
ら
告
げ
る
シ
ェ
ン
。

ハ
リ
ー
「
シ
ェ
ン
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
、
僕
の
事
を
？
」

「
・
・
・
う
ん
。
そ
う
だ
ね
。
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
か
な
。
ほ
ら
。
見
て
。

こ
の
写
真
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
ハ
リ
ー
に
一
枚
の
写
真
を
見
せ
る
。

ハ
リ
ー
「
？
・
・
・
こ
れ
っ
て
・
・
・
お
父
さ
ん
？
お
母
さ
ん
？
」

「
私
の
じ
ゃ
な
い
よ
？
・
・
・
ハ
リ
ー
。
貴
方
の
両
親
の
写
真
。
」

ハ
リ
ー
「
・
・
・
え
？
！
ど
う
し
て
、
シ
ェ
ン
が
こ
の
写
真
を
？
！
」

「
私
は
、
ハ
リ
ー
。
君
の
両
親
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
友
達
な
の
。
」

ハ
リ
ー
「
・
・
・
父
さ
ん
た
ち
と
同
じ
年
？
」

「
そ
う
。
だ
け
ど
、
私
は
２
０
歳
の
姿
の
ま
ま
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
る
。
」

ハ
リ
ー
「
そ
ん
な
事
っ
て
、
あ
る
の
？
；
」
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「
魔
法
界
じ
ゃ
、
稀
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
な
い
事
は
な
い
よ
？
」

微
笑
み
説
明
し
て
い
る
と
、
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4968h/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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